
幸
福
が
国
家
目
標
に
な
る
時
代
（
２
０
０
９
・
１
２
・
８
） 

  

本
年
九
月
、
サ
ル
コ
ジ
仏
大
統
領
が
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
で
「
現
在
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
経
済
発
展
の
水
準
を
表
示
で
き
な
い
ま
や

か
し
の
指
標
で
し
か
な
く
、
新
規
の
指
標
が
必
要
」
と
い
う
内
容
の
講
演
を
し
た
。
背
景
に
は
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
の

ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
教
授
や
セ
ン
教
授
な
ど
に
委
託
し
た
研
究
成
果
と
し
て
、
休
暇
日
数
、
医
療
水
準
、
平
均
寿
命
な
ど
も
勘

案
し
た
生
活
水
準
や
環
境
保
護
な
ど
を
表
示
す
る
指
標
を
検
討
す
べ
き
と
い
う
報
告
が
あ
る
。 

 

こ
の
提
案
に
は
フ
ラ
ン
ス
で
も
賛
否
両
論
が
噴
出
し
た
が
、
新
規
の
指
標
を
提
示
す
る
と
い
う
目
標
は
妥
当
と
し
て
も
、

個
人
の
価
値
意
識
に
大
幅
に
依
存
す
る
生
活
水
準
の
良
否
に
つ
い
て
計
算
が
可
能
か
と
い
う
こ
と
が
最
大
の
論
点
で
あ
る
。

九
〇
年
代
の
日
本
で
、
政
府
が
一
四
〇
近
い
資
料
を
駆
使
し
て
都
道
府
県
単
位
の
生
活
水
準
を
計
算
し
て
発
表
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
下
位
に
評
価
さ
れ
た
地
域
の
知
事
か
ら
の
強
硬
な
抗
議
に
よ
り
、
数
年
で
発
表
が
中
止
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
発
想
の
嚆
矢
は
有
名
な
Ｇ
Ｎ
Ｈ
（
国
民
総
幸
福
量
）
で
、
一
九
七
〇
年
代
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
麓
に
あ
る
ブ
ー
タ

ン
王
国
の
当
時
の
ジ
グ
ミ
・
シ
ン
ゲ
・
ワ
ン
チ
ュ
ク
国
王
が
、
自
然
環
境
や
伝
統
文
化
を
破
壊
す
る
経
済
発
展
で
は
な
く
、

国
民
を
幸
福
に
す
る
政
策
を
遂
行
す
る
た
め
、
ブ
ー
タ
ン
王
国
は
Ｇ
Ｎ
Ｐ
で
は
な
く
Ｇ
Ｎ
Ｈ
を
目
指
す
と
宣
言
し
た
の
で
あ

る
。
当
時
の
世
界
は
石
油
危
機
か
ら
の
回
復
に
必
死
で
、
そ
れ
ほ
ど
関
心
を
も
た
れ
な
か
っ
た
が
、
最
近
に
な
り
注
目
さ
れ

て
い
る
。 

 

こ
こ
で
も
、
国
民
の
幸
福
を
計
測
す
る
方
法
が
問
題
と
な
り
、
日
本
の
新
聞
記
者
が
国
王
に
質
問
し
た
と
こ
ろ
「
数
年
ご

と
に
生
活
を
回
顧
し
て
、
国
民
の
多
数
が
生
活
の
向
上
を
実
感
で
き
れ
ば 
国
民
総
幸
福
量
は
増
大
し
て
い
る
」
と
い
う
回

答
で
あ
っ
た
。
幸
福
の
計
測
の
困
難
さ
を
反
映
し
た
回
答
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
世
界
各
国
の
幸
福
を
計
測
し
た
結
果

が
発
表
さ
れ
た
。
ロ
ン
ド
ン
に
あ
る
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
「
幸
福
惑
星
指
標
」
で
あ

る
。 

 

各
国
の
国
民
の
生
活
満
足
の
程
度
と
平
均
寿
命
を
掛
算
し
た
生
活
水
準
を
分
子
に
し
、
環
境
へ
の
負
荷
の
程
度
を
分
母
に

し
て
割
算
し
た
数
値
で
あ
る
。
惑
星
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
生
活
水
準
が
良
好
で
も
、
資
源
を
大
量
に

消
費
し
て
環
境
へ
負
担
を
か
け
て
い
れ
ば
数
字
が
低
下
す
る
仕
組
で
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
版
と
二
〇
〇
九
年
版
が
発
表
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
を
分
析
し
て
み
る
と
、
地
球
規
模
の
環
境
問
題
が
切
迫
し
て
き
た
時
代
の
社
会
が
目
指
す
べ
き
方
向
が
見

通
せ
る
。 

 

二
〇
〇
九
年
版
で
の
首
位
は
コ
ス
タ
リ
カ
で
、
以
下
は
ド
ミ
ニ
カ
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
ベ
ト
ナ
ム
と
い
う
順

番
で
あ
る
。
コ
ス
タ
リ
カ
は
人
口
が
約
四
五
〇
万
人
、
ド
ミ
ニ
カ
が
約
九
七
〇
万
人
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
が
約
二
七
〇
万
人
な
ど
、

ベ
ト
ナ
ム
を
例
外
と
し
て
中
米
の
小
国
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
上
位
の
国
々
も
大
半
は
小
国
で
あ
る
。
経
済
に
つ
い
て
も
同

様
で
、
一
人
あ
た
り
の
総
生
産
額
は
コ
ス
タ
リ
カ
の
六
四
〇
〇
ド
ル
、
ド
ミ
ニ
カ
の
三
五
五
〇
ド
ル
な
ど
、
や
は
り
小
国
で

あ
る
。 

 

そ
れ
で
は
大
国
は
と
い
う
と
、
世
界
最
大
の
経
済
大
国
ア
メ
リ
カ
が
一
一
四
位
、
ロ
シ
ア
が
一
〇
八
位
で
あ
る
。
中
国
や

イ
ン
ド
は
現
状
で
は
環
境
へ
の
負
荷
が
低
位
で
あ
る
た
め
二
〇
番
目
と
三
五
番
目
で
あ
り
、
日
本
は
七
五
番
目
に
位
置
し
て

い
る
。
こ
の
数
値
は
わ
ず
か
三
種
の
数
字
だ
け
で
計
算
し
た
結
果
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
判
断
す
る
の
は
問
題
で
あ
る
に
し

て
も
、
サ
ル
コ
ジ
仏
大
統
領
の
提
案
す
る
よ
う
な
指
標
で
判
断
す
れ
ば
、
世
界
の
構
造
は
従
来
と
は
異
質
の
も
の
に
な
る
。 

 

明
治
維
新
以
来
の
産
業
振
興
政
策
に
よ
り
、
日
本
は
世
界
の
大
国
に
到
達
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
そ
の
到
達
し
た
時

期
か
ら
混
迷
の
時
代
に
突
入
し
て
い
る
。
そ
れ
は
環
境
問
題
を
契
機
に
巨
大
な
転
換
を
し
は
じ
め
た
時
代
の
目
標
が
提
示
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
に
原
因
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
日
本
も
国
民
が
幸
福
を
実
感
で
き
る
国
家
を
目
指
し
た
新
規
の
目
標

が
必
要
で
あ
る
。
鳩
山
総
理
大
臣
の
所
信
表
明
に
あ
る
平
成
維
新
に
期
待
す
る
所
以
で
あ
る
。 

 


